四高本「左ごろ茂」について　甘露寺親長自筆本よりの転写本 by 中野 文夫












































































































































































































































ill 蝋 えることが出来ぬかと、零葉一枚のあったあたりを恨気よく探したが、結局この零葉一枚であった。文明版と信じたが、尚何か絶壁につきあたったようで自信が持てず、禿氏祐祥先生にお葉書したところｊ零葉を送ってみよどの御返事で零葉を送ったら、早速の御返事で、「何を迷っている文明版に間違いないではないか」と零葉を返して下さった。それを零葉帖に貼って今も保存している。能登鳳至郡門前町に古物商森慶作氏がおられた。この方は無慾に近い心境の人で、よく古本を持って来て下さったが、いつも比較的質の良い品が多いのであった。元和活字版しんらん記もこの方から譲って頂いたのである。この方に零葉帖数冊を見せて、また何かとお気をつけ下さいと依頼しておいた。昭和十三・四年は、拙著加能真宗僧英伝の資料蒐集に熱中した頃であった。昭和十三年七月三日、円乗院講師縁りの地越中西砺波郡小院瀬見村に採訪に行き疲れ果てて帰り、疲れも愈えずにがっかりしていた。そこへ森慶作氏が訪ねて来られて、先日の零葉帖を今一度見せて欲しいとのお話で早速零葉帖を出して見せた。「この文明版の零葉と同じい版の正信偶三帖和讃をあとで持って来るから、お買い下さるでしょうか」とのお話。さっきからの疲れも一度に吹き飛んだ想いで二度は是非手に入れたいと思っていた品、是非見せて下さい、是非お譲り下さい」と懇願の体であった。程なくして御持参になり拝見したるに、待望の文明版に間違いないものであった弓幾らでも好きなように値段を云って下さい」と申した。云われたのは予想したより安いものであったから、申された値段の倍を差上げた。森氏は喜ばれ、「これは金沢の古物の市て諌めたもので、森そんなに高く買って宛があるのかと笑われたものであった」と話された。 近弥二郎（金沢市）刺【＄藍
禿氏祐祥先生が来沢された時お見せして、
文明版に間違いないと太鼓判を押された。そ
の後桐の二重箱を造り、河野法雲講師が東別
院へ講義にお出てた折お立寄り下されたので、
箱書を御依頼して、永く家宝にと秘蔵した。
大谷大学の教授日野環師は、能登羽咋郡富
来町千浦念乗寺の住職で、寺へ御用においで
七門二十四類四十二号、明治三十三年九月
十八日受入、納入者若林、価格二円五十銭。
以卜が、第四負壷審極学企溢陽定記載されて
いる四高本「さごろも」についての記録であ
りこの本の書誌の総てでもあった。
本学に、前身諸学校の蔵書が包括統合され
て以来、今日まで、その経歴がはっきりしな
いまま貴重棚の一隅に保管されてきたのであ
る。先般、本学において、日本説話文学会金沢
大会が開催された際、学会特別講演のため、
罰
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甘露寺親長自筆本よりの転写本
｢さごろも」右第一冊、左第二冊
た序によく来店になった弓能登には文明版正
信偶三帖和讃が一本もないから、是非譲って
呉れ」と、来店の度毎に懇願され、余り根気
の良いのに根負けしてお譲りした。
多屋頼俊先生が掲載論文で一番の善本と称
讃されている日野本は、もと私が秘蔵してい
たものである。
来沢中であった国文学界の重鎮山岸徳平先生
が来館され、左記のような由来を、うかがい
知る事ができた。
四高本「さごろも」は、甘露寺親長自筆本
四冊の転写本である。自筆本は昭和八年頃、
黒門町の文行堂店主が所持のおり、四高本と
対校したところ全く一致したそうである。自
筆本は、佐々木信綱先生を経て、現在は天理
図書館に所蔵されているとのことである。
な
お
、
四
高
本
は
虫
損
が
甚
し
く
、
閲
覧
、
貸
出
は停止しており、閲覧にはマイクロフィッシ
ュを利用願うことにしている。（Ｆ・Ｎ）
哲
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｢さごろも」巻頭|； 
